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K' = 0.0 1 5 (ぷ／ｍｏｌ）
ナイロンのＮａ化反応を２０～５０℃の温度範囲で行なうと，Ｎａ化速度は温
度の上昇とともに増加した。しかし平衡Ｎａｲﾋ度は温度による影響が比較的少















































































〔Ｎａ戸ＣＯＮＨ－ ： 0.0 2 , 4 0℃，２４
時間〕
（○）重量増加率；（●）グラフト率
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19 5 7, p 2 2 7






















































































０ １ ２ ３ ４
　　
REACTION TIME ( hr)
図１ メタル化速度に及ぼすメトキシド濃度の影響
〔メトキシド濃度（ｍｏｌ／？）:( 1, 3, 5 ) 2.0 ; ( 2 )















































































40 60 80 100
Ａ Ｎ　CONC. ( vol°/・） AN












































４ ll １ ２ ３ ４
REACTION TIME (h「」　　　　REACTION　TIME (hr)
図５ グラフト重合速度に及ぼす金属および溶媒の種類の影響
　　　




































































































































































































〔NaZ-CONH- ： 0.011～0.0 4 3 (Na濃度1.0～


































































































電気陰性度が小さいほど大きな値を示し, Na , Kでは，この値が１以上にな
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ッ（ＭＶＫ），アクリロニトリル( AN ) ,メタクリロニトリル（ＭＡＮ），
アクリル酸メチル（ＭＡ），メタクリル酸メチル( MMA ) ,酢酸ビニル
（ＶＡｃ），アクリルアミド（ＡＡｍ）およびスチレンの各種ビニルモノマー
のアニオングラフト重合を試みた。アニオン重合性の大きいM VK , ANは容
易に重合して高グラフト率のグラフト繊維を生成し, MAN , MA , AAmで
は低グラフト率のグラフト繊維が得られた。これに対して，アニオン重合性の























するため，メタル化６－ナイロン繊維に対するM VK , MAN , MA, MMA,
酢酸ビニル( VAc ) ,アクリルアミド（ＡＡｍ）およびスチレンのグラフト重









































































































VAc - ３５ ０















































































































































































































































































































































1 5 4 0 cm 'にナイロンの第二級アミド（－ＣＯＮＨ－）による吸収および





















































19 7 3, p 1 2 5
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０ ４ ８ １２ １６ ２０ ２４
REACTION TIME ( h「」
図１ メタル化速度に及ぼすメトキシド濃度と金属の種類の影響
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０ ４ ８ １２ １６ ２０ ２４
　　































































































0 20 40 60 80 100
　　　　
A N　　CONC.　( vol °/。）
図７ グラフト率に及ぼすＡＮ濃度とＮａ化度の影響
〔４ ０°Ｃ，４時間〕









化度との関係を図８に示した。Li , Na , Ｋの３種の金属ともTH F ,DMSO
































































































２ ４ ６ ８
　　　
０ ４ ８ １２ １６ ２０ ２４
REACTION TIME(hr) REACTION TIME(hr)
図１０ グラフト重合速度に及ぼす金属の種類と溶媒の影響
〔Ｍｅ／（－ＯＨ）３：0.2 3 (THF )または0.1 5( DMSO ),
ＡＮ濃度（ｖｏｌ％）：５０（ＴＨＦ）または１０（ＤＭＳＯ），４０℃〕
















































7 4 0 0











　5 6 0 0
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ISM ：Insoluble in methanol
sw ：Soluble in ｈot wate「












































































I : Soluble in acetone
１１:Soluble in hot water






















































































































































































































































































































































































































































































































1 7 4 0 cm 'にポリ酢酸ビニルのカルボニル基による吸収，および1 6 5 0cm ',
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〔：Ｎａ／（-ＯＨ）３：0.1 4 , AAm濃度：５ ｗｔ％，１００℃，
１時間〕溶媒（かっこ内は誘電率）：（◇）トルエン( 2.2 ) ;
（（i））テトラクロロエチレン( 2.4 ) ; (□）クロロベンゼン
( 5.7 ) ; (･) 1,1.2,2-テトラクロロエタン( 5.8 ) ;
（○）O－ジクロロベンゼン( 6.8 ) ; (△）ピリジン( 1 2.3 ) ;
（▲）O－クロロアニリン（1 3.4 );(・）ニトロベンゼン















































































































































































０．２ ０Ｌ４ ０£ ０．８ １．０
Ｎ-ＰＨＥＮＹＬ-「３－ NAPHTHYLAMl Ｎ Ｅ
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た。また, DMS 0膨潤綿布をメタノール・DM S 0 ( 1：１容積）混液に浸
漬したときの膨潤度Ｓ２および布巾の溶剤をメタノールに置換したときの膨潤











































































































































































































































































































































































































有無について調べた。A , B , Cについて，次の方法でＴＬＣ測定を行なった。
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0 0.01 0D2 aO3　0.04　Q05
INITIATOR CONC.(mol/l )
図２ グラフト率に及ぼす過硫酸塩濃度の影響
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〔：ＰＳ濃度：２ ５ ｖｏｌ％，３ ０°Ｃ， ２４時間〕
溶媒（かっこ内は誘電率）:（○）ＤＭＳＯ（4 5.0 ) ;
（□)DMF(3 6.7 ); (◇）アセトニトリル（3
7.5 ) ;
































































































3 3 8 0 0
3 16 0 0
17 2 0 0






























































































０ ２ ４ ６ ８ 10 ×1が
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の芳香環による2 5 4 nmでのＵｖ吸収を全く示さないことからポリ（ＤＯＬ）







































































単位），Ｍｎ＝９０００，開始剤濃度：１ 0 mmo ｌ／斟溶媒：ecu, 6 ４
時間










































ＤＯＬ濃度:3.8 4 mo l／乙溶媒：ecu〕
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ａ）ＤＯＬ濃度：3.８４ｍｏｌ／£ポリスチレン濃度:0.5 0 mo l／j?
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